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本マニュアルでは、平成 17年 12月のリビジョンアップに伴う追加機能のみを解説しております。その他の機能および基本的な操
作方法につきましては「レッツ工事台帳 Lite 操作マニュアル」および「仕訳伝票転記マニュアル」でご確認いただきますようお願
いいたします。

※Windows は米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
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 概要
バックアップのし忘れを防ぐことができます。

また、LAN版ではサーバの種類を選択できます。

この設定は、 →［運用］タブの「データ複写設定」で行います。

 設定項目

□終了時にデータ複写を実行する
　ON（） 「レッツ工事台帳」終了時（LAN環境の場合、最後まで起動

していたユーザーが「レッツ工事台帳」を終了するとき）に、
自動的に「データ複写（バックアップ）」が起動します。

　OFF（□） 「レッツ工事台帳」終了時に、「データ複写（バックアップ）」
は起動しません。メニューバー「ファイル」→「データ複写（バッ
クアップ）」よりデータ複写を行ってください。

サーバーの種類 Windows：通常はこちらを選択してください。
  （LAN版のみ） Windows 以外：サーバーにNAS（Network Attached 
　 Strage）等のWindowsPC以外のものを使用している場合、

こちらを選択してください。

終了時自動バックアップ
 メインメニュー→ → →「運用」タブ

● スタンドアロン版
（１台で使用）の場
合の表示

1

● LAN 版（複数台で
使用）の場合の表示
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 概要
工事リストのテキスト書き出しで、「工事経歴書」項目を含めた全項目が

書き出し可能になりました。

 操作

工事受注の基本登録画面で をクリックすると、登録工事が一覧表
示されます。

をクリックすると、右のウイン
ドウが表示されます。

「出力先」より「テキストファイル」を選

ぶと「出力オプション」が選択可能になり

ます。

□全ての項目を出力する（詳細メモを除く） 
　ON（） 詳細メモを除いた工事情報（工事台帳台帳形式と同じ）が出

力されます。
　OFF（□） 工事リスト（印刷）の内容が出力されます。

をクリックすると、テキストファイルが書き出されます。

工事リスト（経歴書項目を含む）の書き出し
 メインメニュー→

1

2

3

4

2

●「レッツ工事台帳
Lite 操作マニュア
ル 」P.142 お よ び
P.143 を参照してく
ださい。
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 概要
各種集計表に部門ごとに集計する機能が追加されました。

集計する際に、部門範囲を指定した場合、１部門ごとに集計された結果を

連続して表示印刷することができます。

また、一部の集計表の条件に、部門指定が追加されました。

■対象集計資料

工事原価明細／工種・仕入先別予算実績／
工種・仕入先別原価推移／工事別仕入先集計／工事別科目集計／
工事一覧／工事別収支一覧／工事別予算実績一覧／出面集計／残高一覧／
仕入先別工事集計／売上集計／得意先別工事収支一覧／
担当・得意先別実績／科目集計／立替仕入明細／商品集計／
仕入先元帳／得意先元帳

 操作

条件指定画面で「部門」

を範囲指定します。

　  部門集計をする場
合、部門の範囲指定
が必須です。

をクリックし
ます。

詳細設定画面で「□部門毎
に集計する」のチェックを

ON（）にし、
をクリックします。

条件指定画面で
をクリックすると集計が開

始されます。

部門毎集計
メインメニュー→ ／

 ／

1

● 部門集計機能が追加
された集計表には
条件指定画面の［詳
細設定］に「□部門
毎に集計する」の
チェックボックスが
追加されています。

2

3

4

3
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 条件指定項目

〔詳細設定〕
部門毎に集計する 
　ON（） 部門毎集計になります。

  条件指定画面での部門範囲指定が必須になります。

　OFF（□） 部門毎の集計は実行されません。

下のように部門ごとに集計されて表示されます。

 で前部門、  で次部門が表示できます。

● 部門集計を行わない
場合、ヘッダ部に部
門は表示されませ
ん。

5

6 ● 前部門がない場合に
前部門ボタン［<<］
をクリックすると
「前部門はありませ
ん」、次部門がない
場合に次部門ボタン
［>>］をクリックする
と「次部門はありま
せん」と表示されま
す。
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 機能

  部門集計の場合のみ表示され、クリックすると前部門（部門
前部門ボタン コードが直前の部門）を表示します。

  部門集計の場合のみ表示され、クリックすると次部門（部門
次部門ボタン コードが直後の部門）を表示します。
 部門集計で [ 印刷 ] ボタン

を押すと、右のデータ出力
画面が表示されます。

 出力範囲 部門の出力範囲を改めて指
定可能です。ただし、最初
の画面で指定した部門を超
えて指定することはできません。 

 出力先

　プリンタ 出力範囲で指定された順に印刷します。部門ごとに改ページ
されます。データがない部門は印刷されません。

　プレビュー 印刷イメージが確認できます。

　テキストファイル 部門コード昇順でテキスト出力します。
  部門集計のできる集計表のテキストファイル書き出し順が

変わりました。書き出し順は次のとおりです。
部門コード , 部門名 , 工事分類コード , 工事分類名 ,
○○○ , △△△ ,……

  （部門集計しない場合は、部門コード・部門名は出力なし、
工事分類順にソートしない場合には、工事分類コード・工
事分類名の出力なし。部門集計・工事分類順のソートいず
れもしない場合は従来どおりです。）
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 概要
集計条件に「工事分類」がある集計表に、出力順を「工事分類順」にする

機能が追加されました。工事分類ごとに集計された結果を、連続して表示

印刷することができます。

■対象集計資料
工種・仕入先別予算実績 (工種別合計予算実績表 )／工事一覧／
工事別収支一覧／工事別予算実績一覧 

 操作

出力順で「工事分類」を

選び、 を
クリックします。

集計結果画面のヘッダ部に「工事分類」が表示されます。

また、工事分類ごとに小計が表示されます。

次の工事分類に切り替えるには、 をクリックしていきます。

工事分類順の出力
 メインメニュー→

1

2

4

3
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   工事一覧を除いた工事分類順のソートができる集計表のテキストファイ
ル書き出し順が変わりました。書き出し順は次のとおりです。

 　部門コード , 部門名 , 分類コード , 分類名 , ○○○ , △△△ ,……

 （部門集計しない場合は、部門コード・部門名は出力なし。部門集計・工
事分類順のソートいずれもしない場合には、従来どおりです。） 

■工事分類順「工種別予算実績表」出力例（50%縮小）

����������
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 概要
「完成時に消費税を計上する」設定では、完成変換コードを登録してい

る科目だけが未成仮受（仮払）消費税に転記されるようになりました。

設定の詳細については、別紙「Ｖ７仕訳伝票転記訂正表」をご参照願い

ます。

仕訳伝票転記の設定追加
 メインメニュー→ （→ ）→
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